
                        

 

      令 和 ４ 年 ９ 月 ３ ０ 日 

青 森 河 川 国 道 事 務 所 
 

より細やかな水害リスク情報を公表します 
「多段階の浸水想定図」及び「水害リスクマップ」 

 

国土交通省では、気候変動に伴い激甚化・頻発化する水災害に対応するため、流

域のあらゆる関係者が協働して流域全体で行う総合的かつ多層的な水災害対策であ

る「流域治水」の取り組みを推進しています。 

 この取り組みの推進を目的として、現在と将来（今後実施する河川整備の効果を

反映）の浸水範囲と頻度の関係をわかりやすく示す、リスクの見える化を進めてい

ます。 

 今般、青森河川国道事務所が管理している国管理河川２水系の「多段階の浸水想

定図」及び「水害リスクマップ」を作成したことから公表いたします。 

 

１．公表内容 

「多段階の浸水想定図」は、年超過確率（１／１０、１／３０、１／５０、等）の降雨により浸水

した場合に想定される、浸水範囲と浸水深を表示した図面です。 

「水害リスクマップ」は、「多段階の浸水想定図」を重ね合わせたものであり、年超過確率ご

との浸水範囲（浸水発生、浸水深５０㎝以上、浸水深３ｍ以上）を示した図面です｡ 
 

２．今般、公表する河川は青森河川国道事務所が管理する以下の２水系です。 
〇馬淵川水系        〇岩木川水系      

※現在の「多段階の浸水想定図」及び「水害リスクマップ」は、国管理河川の外水氾濫のみを示しております。 

 
３．水害リスクマップの活用イメージ 

自治体等がまちづくりを検討する際、より詳細な水害リスクを踏まえた土地利用・住まい
方の工夫等を促進します。 

 
４．WEB サイトＵＲＬ ： http://www.thr.mlit.go.jp/aomori/river/suigai-risk-map/index.html 

 
＜発表記者会：青森県政記者会、建設関係専門紙、津軽新報社＞ 

 

 
【問い合わせ】 

東北地方整備局 青森河川国道事務所 

青森市中央三丁目２０番３８号   電話０１７－７３４－４５２１（代表） 

副所長（河川）     金
こん

 真
しん

一郎
いちろう

 （内線２０４） 

調査第一課長      阿部
あ べ

 洋行
ひろゆき

 （内線３５１） 

地域を“みず”から守る。
東北流域治水国土交通省 

東北地方整備局 
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［出典：令和4年度水管理国土保全局予算概要（令和4年1月）より抜粋］
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【多段階の浸水想定図】

整備段階
１／１０
（高頻度）

１／３０
（中高頻度）

１／５０
（中頻度）

１／１００
（計画規模）

現況河道
（Ｒ２末河道）

● ● ● ●

中長期河道
（Ｒ７末河道）

● ● ● ●

整備段階別
比 較

● ● ● ●

【馬淵川水系馬淵川】
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【馬淵川水系馬淵川】

【水害リスクマップ（暫定版）】

整備段階
水害リスクマップにおける浸水深別

浸水が発生する範囲 浸水深50ｃｍ以上の範囲 浸水深3ｍ以上の範囲

現況河道
（Ｒ２末河道）

● ● ●

中長期河道
（Ｒ７末河道）

● ● ●

整備段階別
比 較

● ● ●
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馬淵川水系 多段階の浸水想定図 【整備段階比較（1/10降雨規模）：「現況」⇒「中長期」】

現況

中長期

凡 例

0.5m未満の区域

浸水した場合に想定される水深
（ランク別）

0.5m～3.0m未満の区域

3.0m～5.0m未満の区域

5.0m～10.0m未満の区域

10.0m～20.0m未満の区域

20.0m以上の区域

氾濫なし
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馬淵川水系馬淵川 多段階の浸水想定図【整備段階別比較（1/30降雨規模）：「現況」⇒「中長期」】

凡 例

0.5m未満の区域

浸水した場合に想定される水深
（ランク別）

0.5m～3.0m未満の区域

3.0m～5.0m未満の区域

5.0m～10.0m未満の区域

10.0m～20.0m未満の区域

20.0m以上の区域

現況

中長期

築堤および河道掘削により
上流部左岸の浸水解消
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馬淵川水系 多段階の浸水想定図 【整備段階別比較（1/50降雨規模）：「現況」⇒「中長期」】

凡 例

0.5m未満の区域

浸水した場合に想定される水深
（ランク別）

0.5m～3.0m未満の区域

3.0m～5.0m未満の区域

5.0m～10.0m未満の区域

10.0m～20.0m未満の区域

20.0m以上の区域

現況

中長期

築堤および河道掘削により
上流部左岸の浸水軽減

7



馬淵川水系 多段階の浸水想定図 【整備段階別比較（1/100降雨規模）：「現況」⇒「中長期」】

現況

中長期

凡 例

0.5m未満の区域

浸水した場合に想定される水深
（ランク別）

0.5m～3.0m未満の区域

3.0m～5.0m未満の区域

5.0m～10.0m未満の区域

10.0m～20.0m未満の区域

20.0m以上の区域

築堤および河道掘削により
上流部左岸の浸水軽減
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現況

馬淵川水系馬淵川 水害リスクマップ（暫定版）
【整備段階比較（すべての浸水が発生する範囲） 「現況」⇒「中長期」】

浸水が想定される範囲

凡 例

高頻度（１／１０）

中高頻度（１／３０）

中頻度（１／５０）

中低頻度（１／１００）

低頻度（１／１５０）

想定最大規模

中長期

築堤および河道掘削により
上流部左岸のリスク低下
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現況

馬淵川水系 水害リスクマップ（暫定版）
【整備段階比較（浸水深50ｃｍ以上の範囲） 「現況」⇒「中長期」】

浸水深50ｃｍ以上の浸水が想定される範囲

凡 例

高頻度（１／１０）

中高頻度（１／３０）

中頻度（１／５０）

中低頻度（１／１００）

低頻度（１／１５０）

想定最大規模

中長期

築堤および河道掘削により
上流部左岸のリスク低下
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現況

中長期

馬淵川水系 水害リスクマップ（暫定版）
【整備段階比較（浸水深3ｍ以上の範囲） 「現況」⇒「中長期」】

浸水深3ｍ以上の浸水が想定される範囲

凡 例

高頻度（１／１０）

中高頻度（１／３０）

中頻度（１／５０）

中低頻度（１／１００）

低頻度（１／１５０）

想定最大規模

築堤および河道掘削により
上流部左岸のリスク低下
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